
 

 

「ふつう」ってなんだ？ 

 バスの待ち時間に立ち寄った本屋さんでのこと。 

 雨の月曜日の昼過ぎで、店内はしぃんとしていました。 

「わあ、としょかんだー」 

 ふいに聞こえた３歳くらいの子どもの声に､すかさずお母さんの訂正が入ります。 

「ここは図書館じゃなくて本屋さんよ」 

図書館を「本屋さんだー」と言っているのはよく耳にするのですが、逆のパターンは初めてです。

いつも図書館に来てくれているのがわかって、とてもうれしかったです。どうもありがとう!! （読

んでくれることを前提にお礼申し上げます。） 

 

子どもは大人の鏡です。 

親がしていることは子どもも真似してみます。言葉遣いや表情までよく見ています。小さな子ど

もにとって親は無条件でその子のお手本であり、自分の世界の出発点なのです。「としょかんだー」

と言った子も、日頃図書館に連れていってもらっているからこそ「本がたくさん並んでいるところ

＝図書館」という図式が頭にあったのでしょう。 

少し大きくなってくると、親だけでなくまわりの大人たちや友達からも影響を受けるようになり

ます。「誰がそんなこと教えたの!?」というようなことをわが子が口にするのは、もしかすると通

りすがりの大人の真似かもしれません。小さな友達の影響だったとしても、もとをただせばやっぱ

り大人。 

大人のみなさん！ 聖人君子になれとは言いません。でも、せめて子どもに真似されても恥じな

い振る舞いを心がけませんか。普通のことを普通に。例えば、図書館のことだったら「本は元のと

ころに戻す」とか「書き込みをしない」とか「借りた本は期限内に返す」とか。 

この時代、「当たり前のこと」が世界を変えていくのかもしれません。 

 

 

 

 

  

「普通」であることの非凡｡ 

BA379.9『「普通」で育てるわが子の人間力』 

外山滋比古著   海竜社 

 



 

 

   

BA594『孫と楽しむ手の仕事』 田中周子
ひ ろ こ

著 大月書店 

      手づくりのものをもらうのはうれしいもの。そして、いっしょに手づくりす

るのはもっとうれしい！ 子どもに針はとんでもない！という前にどうすれ

ば安全かを見せてあげましょう。ママとばあばの手は魔法の手。子どもの目

が輝きますよ。    

                     

BA379.9『デジタルキッズ ネット社会の子育て』 坂本旬
じゅん

著 旬報社 

 ケータイ、パソコン、ゲーム…。便利な一方で大きな危険もはらむネット社会にのまれ

ないようにするにはどうしたらいいか。現代という時代を考えさせられる１冊。 

 

      

BA594 『通園通学の基本グッズ 初めてママでも大丈夫！』 日本ヴォーグ社 

お裁縫苦手！という方でも、この本なら苦手意識が解消するかも。バイアステープ

の折り方や持ち手の付け方など、迷いがちな細かいところが写真でわかりやすくなっ

ています。かわいい図書バッグも載っています。 

 

                     

BA597 『その住まいで子どもをちゃんと育てる自信､ありますか？』 

                                                猪熊弘子著  オレンジページ 

      「子どもがいるから家の中がかたづかない｡」 そうお思いの方､必読です｡おかたづ

けはお母さんだけの仕事ではありません。でも家の中がかたづくか否かはお母さん

次第。これって矛盾？ どういうこと?! と思った方はぜひ。                                                            

                                               

BA498.5 白 『家族みんなで楽・らく 食育』 ＮＰＯ法人みんなの食育編著 日本標準 

    お手軽ダイエット食材がテレビ放映の翌日に品薄になる時代です。食育は大人に

こそ必要なのかも。 「なぜ」がわかるともっとごはんがおいしくなります！     
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